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Summary




1．はじめに

　木材の圧縮加工の目的のひとつは高密化による
強度特性の向上であり、この数年来その強度特性
について検討されるようになってきた1), 2)。その
中でも、曲げ特性については試験の簡便さなどか

[image: image1]　ら他の強度特性よりもより多くの研究報告が存在する1)～7), 9)～11)。しかし、その多くは圧縮加工による曲げヤング率あるいは曲げ強さの変化にのみ注目されることが多い。これは、主要な規格における木材素材や木質材料の曲げ特性評価が曲げヤング率と曲げ強さの評価に限定されているためであると考えられる13)～16)。しかし、曲げ試験から得られる荷重－たわみ関係をさらに詳細に検討することによって圧縮加工による曲げ特性の変化をより的確に把握し、さらなる強度特性の向上に寄与で来るようになると考えられる。そこで本研究では、曲げ試験で得られる荷重－たわみ関係についてより詳細に検討し、圧縮加工の影響について考察した。
2．実　験
2.1  試験体

既報と同様、本研究でもシトカスプルース(Picea sitchensis Carr.)を試験体として使用した。
材料は同一のフリッチから採取し、圧縮加工前の寸法を・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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